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ホームページ
■７月掲載分締切　６月 11 日（月）
■掲載料　１か月 10,000 円

「高島みてねっと！
…ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

すてきな作品をお待ちしています！
郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

（企画広報課）次回締切　６月 25 日必着（掲載は８月号）
★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■８月号締切　６月 25 日（月）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28 ｍｍ× 85mm）

みんなでつくるみんなのページ

みんなで

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方

追納をオススメします

「年金振込通知書」
が送付されます

年金支給額をお知らせする

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
年
金
受
給
者

を
対
象
に
、
毎
年
６
月
に
そ
の
年
度
に

支
給
さ
れ
る
年
金
額
を
お
知
ら
せ
す
る

「
年
金
振
込
通
知
書
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
通
知
書
は
、
原
則
と
し
て
向
こ

う
１
年
間
の
年
金
支
払
額
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。
支
払
額
や
支
払
期
間

等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
改
め
て

「
年
金
振
込
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

　

保
険
年
金
課

　
　

（
２
５
）８
１
３
７

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
納
付
）・
若
年
者
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
と
き
よ
り
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受

け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
さ

れ
る
と
、
そ
の
期
間
は
納
付
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
、
当
初
か
ら
保
険
料
の
納
付

が
あ
っ
た
場
合
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま

す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
も
、追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
に
追
納
さ
れ
る
と
、
当
時
の
保
険
料

額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
追
納
す
る
場
合
に
は
、
先
に

経
過
し
た
月
の
分
か
ら
順
次
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こんなときは
届出が必要です
　国民年金は、加入する時だけでなく被保険
者の種別が変わったときにも届出は必要で
す。もし、届出されなかった場合、将来受け
取る年金額が少なくなったり受け取れない場
合もありますので、必ず届出をしましょう。

　※本人自署の場合、印鑑は不要です。

届出先　市役所保険年金課・各支所

届け出が必要なとき 持ち物

20 歳になったとき
厚生年金や共済年金加入者を除く。 印鑑

退職したとき
厚生年金や共済年金に加入していた
場合。第３号被保険者に該当する場
合を除く。

印鑑※ 
年金手帳

配偶者の扶養からはずれたと
き

印鑑※ 
年金手帳

国
民
年
金
の
加
入
種
別

◦第１号被保険者
自営業や農業・漁業の方とその配偶者、20 歳以上の学生、フリーターの方等が対
象となり、加入や種別変更の手続きは、市町村役場の国民年金担当窓口で行います。

◦第２号被保険者
会社や官公庁にお勤めの方、つまり厚生年金や共済組合に加入している方が対象に
なります。加入手続きは、会社や官公庁が行います。

◦第３号被保険者
国民年金の第 2 号被保険者に扶養されている配偶者の方が対象となり、届出は、
配偶者の勤務先を通じて行います。
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悪
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ま
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医
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言
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散
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す
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襟
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寒
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春
の
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老
夫
婦　

介
護
す
る
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さ
れ
る
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畑
隅
に　

二
つ
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出
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蕗
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新
病
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市
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傷
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み
な
治
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春
風
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ふ
か
れ
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が
ら
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押
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ま
さ
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を
越
え
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今
生
き
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従
姉
妹
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自
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時
た
ら
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手
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や
さ
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顔
に
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さ
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春
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水

電
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買
う
物
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え
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孫
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な
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夢
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逢
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追
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去
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ゆ
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花
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吊
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瀬
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映
え

傘
忘
れ　

取
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行
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又
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だ
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行
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た
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と
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孫
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よ
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帰
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若
き
女ひ
と　

赤
ち
ゃ
ん
抱
い
て　

幸
に
満
つ 

村
ま
つ
り　

の
ぼ
り
な
が
め
て　

酒
を
の
む

早
や
四
月　

今
年
も
埋
ま
る　

予
定
表

新
入
生　

後
姿
が　

夢
を
追
う 

若
い
頃　

夢
み
た
老
後　

し
ぼ
ん
で
く

も
う
嫌
だ　

消
費
税
率　

上
げ
な
い
で

ね
こ
柳　

か
か
え
持
つ
手
に　

春
匂
う

春
風
に　

つ
ぼ
み
も
笑
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花
だ
よ
り

名
も
知
ら
ず　

咲
く
雑
草
の
一
輪
い
と
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夕
の
チ
ャ
イ
ム　

口
ず
さ
み
つ
滋
賀
に　

住
む
誇
り

満
々
と　

張
っ
た
田
水
に　

月
浮
か
ぶ

玄
関
で　

新
中
学
生　

戯
れ
り 

春
な
の
に　

海
山
く
る
い　

氷ひ
ょ
うが
降
る

リ
ハ
ビ
リ
で　

口
・
足
・
元
気　

あ
す
が
有
る

孫
九
人　

ひ
孫
五
人
で　

名
前
が
ネ
…

登
り
た
い　

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
偉
大
さ
に

朝
霧
の　

湖
畔
の
木
々
が　

墨
絵
の
よ
う 

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

鞍
田　
作
枝
（
新
・
饗
庭
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
） 

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
） 

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
） 

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
） 

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
） 

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
） 

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
） 

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
） 

山
本　
節
子
（
安
・
西
万
木
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
） 

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
） 

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
） 

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

上
田
幸
次
郎
（
マ
・
浦
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

平
井　
真
造
（
安
・
上
古
賀
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
） 

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
） 

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
） 

斉
藤　
光
江
（
安
・
今
在
家
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
） 

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
） 

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
） 

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
） 

神
田
み
さ
お
（
新
・
饗
庭
） 

前
田　
と
み
（
今
・
浜
分
） 

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
） 

紫あ
じ
さ
い

陽
花
が　

梅あ

め雨
に
濡
れ
て
は　

咲
き
誇
る

今こ
の
つ
き月
も　

旧と

も友
の
５
７
５
で　

無
事
を
知
る

合
格
に　

は
じ
け
る
ひ
孫
の　

声
嬉
し

花
筏い
か
だ

！　

散
り
て
な
お
魅
せ　

さ
く
ら
ば
な

そ
の
一
歩　
　

喜
び
の
日
よ　

春
の
音

列
く
ん
で　

仲
よ
く
泳
ぐ　

鯉
幟の
ぼ
り 

健
康
は　

何
よ
り
宝　

幸
多
し 

花
吹
ぶ
き　

悲
し
い
こ
と
も　

飛
ば
し
て
ね 

筆
走
る　

最
期
を
看
取
り　

薄
化
粧 

植
樹
せ
し　

日
の
思
い
出
ず　

桜
か
な

水
鳥
と　

湖
畔
の
テ
ラ
ス
で　

お
茶
を
飲
む 

探
し
物　

眼
が
ね
か
け
て
の　

め
が
ね
か
な 

い
つ
ま
で
も　

元
気
で
い
た
い　

ほ
が
ら
か
に

初
孫
に　

武
者
人
形
が　

凛
と
立
つ 

不
安
の
中　

大
飯
原
発　

再
稼
働
か 

風
薫
る　

青
い
田
の
面も

に　

小
波
打
つ

歳
重
ね　

桜
吹
雪　

惜
し
ま
れ
て 

朝
霧
や　

雲
の
中
行
く　

気
分
な
り 

七な
な
え
や
え

重
八
重　

花
は
桜
か　

日
本
晴 

若
鮎
や　

か
っ
と
り
簗や
な

に　

お
ど
り
落
ち 

紫
陽
花
に　

水
滴
一
つ　

花
の
寺 

う
ぐ
い
す
が　

区
内
そ
こ
こ
こ　

鳴
き
披
露 

増
税
よ
り　

脱
原
発
の　

策
定
を
！ 

増
税
で　

遊
べ
や
外
交　

せ
ず
に
す
む

春
嵐
し　

ま
さ
か
と
思
う　

暴
風
雨 

梅
雨
空
に　

咲
く
ア
ジ
サ
イ
で　

な
ご
む
日
々

笑
顔
な
り　

あ
な
た
の
笑
顔　

見
た
い
か
ら 

訳
も
な
く　

過
ぎ
ゆ
く
日
々
を　

書
き
留
め
ぬ

花
び
ら
を　

摘
み
つ
つ
帰
る　

ラ
ン
ド
セ
ル

残
雪
に　

朝
日
を
う
け
て　

ビ
ラ
デ
ス
ト 

雪
国
に　

花
咲
き
競
う　

復イ
ー
ス
タ
ー

活
節 

握
ら
れ
て　

父
の
分
厚
い　

尊
い
手 

マ
ウ
ス
に
毛　

活
用
す
る
気　

毛
頭
な
し

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
） 

山
森　
照
子
（
今
・
松
陽
台
）

川
本
ヨ
シ
子
（
朽
・
野
尻
） 

福
田　
一
枝
（
今
・
松
陽
台
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
） 

黒
野　
文
子
（
安
・
四
津
川
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
） 

高
松　
逸
子
（
マ
・
西
浜
） 

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
） 

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
） 

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
） 

風
林　
み
津
（
安
・
西
万
木
）

浅
井
き
ぬ
ゑ
（
高
・
武
曽
横
山
） 

堀
田
と
み
子
（
高
・
永
田
） 

井
口　
み
よ
（
高
・
高
島
） 

木
津
良
太
郎
（
高
・
永
田
） 

八
田　
信
子
（
高
・
高
島
） 

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

山
田　
　
薫
（
安
・
北
船
木
）

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
） 

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

小
島
あ
き
江
（
安
・
下
小
川
）

古
川　
秀
子
（
安
・
青
柳
） 

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
） 

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
） 

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
） 

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
） 

貴
瀨　
　
勝
（
新
・
安
井
川
）

髙
橋　
久
一
（
新
・
藁
園
） 

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）


